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概要

MAX96724 DPHY 評価キット（EV キット）は、標準的な FAKRA
同軸ケーブルまたは MATE-AX ケーブルを用いて MAX96724、
MAX96724F、MAX96724R のデバイスを評価する、実績のある

設計に基づく信頼性の高いプラットフォームを提供します。こ

れらのデシリアライザ・デバイスは、広帯域幅のギガビット・

マルチメディア・シリアル・リンク（GMSL-1または GMSL-2）
をサポートし、スペクトラム拡散機能および全二重制御チャン

ネル機能を備えています。このEVキットは、デバイス機能を実

行するために、使いやすい Windows 10®（またはそれ以降）に対

応したグラフィカル・ユーザ・インターフェース（GUI）を備え

ています。EV キットのボードには、MAX96724、MAX96724F、
または MAX96724R の IC が装着されています。

標準的な FAKRA 同軸ケーブルを使用して完全な GMSL-2 評価

を行うには、MAX96724 同軸 EV キットと共に、対をなす関連シ

リアライザ・ボード（MAX96717 同軸 EV キットなど）も購入する

必要があります。デバイスの使用方法を含め、すべての GMSL-2
機能の詳細を知るには、アナログ・デバイセズの GMSL カスタ

マ・ポータル・フォルダにある最新の GMSL-2 ユーザ・ガイド

を参照してください。GMSL2 デバイスを使用するカスタマイズ

したハードウェアの設計方法の詳細については、アナログ・デ

バイセズの GMSL カスタマ・ポータル・フォルダにある最新の

GMSL2 ハードウェア設計ガイドを参照してください。 

このデータシートでは、以下の点に注意してください。

• デシリアライザは、MAX96724、MAX96724F、MAX96724R
を指します。 

• シリアライザは、GMSL-1 または GMSL-2 のシリアライ

ザ・デバイス、具体的には、MAX96705 または MAX96717
を指します。

• 同軸ケーブルは、同軸アプリケーションと MATE-AX アプ

リケーションの両方を指します。MATE-AX コネクタは、

デフォルトでは組み込まれておらず、EV キットには

MATE-AX ケーブルが同梱されていません。型番について

は部品表を参照してください。

• GMSL1 リンクでは高耐性モードを使用する必要があります。

高耐性モードを使用しないリンクを新しい設計に用いるこ

とは推奨しません。

特長と利点 
• MAX96724 デシリアライザは、シリアライザからの GMSL
データを受信し、それを MIPI CSI-2 に変換します。

• GMSL-1 シリアル・データを受信可能な下位互換性

• クワッド入力により GMSL-1 と GMSL-2 を混用可能

• 出力は MIPI D-PHY v1.2 および CSI-2 v1.3 仕様に準拠

• Windows 10®（またはそれ以降）互換のソフトウェアに対応

• USB 制御インターフェース（ケーブル同梱）

• 包括的なデバイス機能評価を実現する強力で使いやすい GUI
• ボードは USB、12V 電源アダプタ、または外部電源を使用可能 
• 実証済み PCB レイアウト

• 完全実装済みおよび試験済み

MAX96724 DPHY EV キットのファイル 

ファイル 説明

MAXSerDesEV-
GMSLInstall.exe 

EV キット・ソフトウェア（GUI）は

Windows 10 以降のコンピュータに実装。

GUI ユーザ・ガイド、マイクロコントロー

ラ・ファームウェア、技術文書が同梱。

MAXSerDesEV-
GMSL.exe 

GMSL グラフィカル・ユーザ・ 
インターフェース（GUI）プログラム。

型番はデータシート末尾に記載されています。

Windows 7®および Windows 10®は Microsoft Corporation の登録商品商標および登録役務商標です。 

日本語参考資料 

最新版英語データシートはこちら 

https://www.analog.com/jp/
https://www.analog.com/jp/design-center/evaluation-hardware-and-software/evaluation-boards-kits/max96724f-bak-evk.html#eb-overview
https://www.analog.com/jp/products/max96724.html
https://www.analog.com/jp/products/max96724f.html
https://www.analog.com/jp/products/max96724r.html
https://www.analog.com/jp/design-center/evaluation-hardware-and-software/evaluation-boards-kits/max96717f-aak-evk.html
https://www.analog.com/jp/products/max96705.html
https://www.analog.com/jp/products/max96717.html
https://www.analog.com/jp/products/max96717.html
https://www.analog.com/media/en/technical-documentation/data-sheets/max96724-bak-evk-max96724r-bak-evk.pdf
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図 1. MAX96724 DPHY EV キットのブロック図 

図 2. MAX96724 DPHY EV キットの主要部品（ボード表面） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 3. MAX96724 DPHY EV キットの主要部品（ボード裏面） 

図 4. MAX96724 DPHY EV キットのデフォルトのジャンパ位置 

https://www.analog.com/jp/index.html
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クイック・スタート
この手順は、同軸およびMATE-AXの両EVキットに適用されま

す。図 5に、MAX96724ファミリのデシリアライザを用いて 4個
の MAX96717 または MAX96705 カメラ・モジュールとインター

フェースする、代表的なアプリケーションを示します。

必要な装置
シリアル・リンク同軸ケーブル構成でMAX96724 DPHY EVキッ

トを問題なく使用するには、以下の装置類が必要です。

• MAX96724 DPHY EV キット

• MAX96717 または MAX96705 のシリアライザ EV キット、ま

たはカメラ・モジュール

• FAKRA 同軸ケーブル・アッセンブリ

• Windows 10®以降に対応する PC および GMSL-2 ソフトウェア

• 電源（500mA USB ポート、5V/1A DC 電源、または 12V バレ

ル・ジャック DC 電源）

• Micro-USB ケーブル

手順
MAX96724 DPHY EV キットは、完全に実装済みで試験済みの

PCB と共に出荷されます。ボード動作を検証するには、以下の

手順に従います。

1) MAX96724 DPHY EV キットの PCB を、ボードのMicro-USB
ポート（J12）を通じて Windows 7®または Windows 10® PC
に接続します。

2) アナログ・デバイセズの Sharefile サイトから最新の GMSL-2
GUI ソフトウェアをダウンロードしインストールします。

必要に応じ、ソフトウェアへのアクセスに関する情報を

メーカーに問い合わせてください。ソフトウェアの命令の

詳細については GMSL GUI のユーザ・ガイドを参照してく

ださい。

3) MAX96724 DPHY EV キットの PCB の赤色電源スイッチ

（SW4）が OFF であることを確認します。

4) PCB 上のすべてのジャンパ位置がアプリケーションの条件を

満たすよう正しく設定されていることを確認します。図 4 に、

様々な構成に対して設定可能なジャンパ位置を示します。

デフォルトのジャンパ設定では、テスト対象デバイス

（DUT）を I2Cモードに設定し、VDDIO 電圧に 3.3V、VDD
電圧に 1.2V を選択し、ボードを 12V の DC バレル・ジャッ

クから給電することを選択します。

5) 電源を MAX96724 DPHY EV キットに接続します。ボード

には次の 3 通りの電源オプションがあります（ジャンパ

JMP1 で選択）。

• バレル・ジャック（J13）または端子ブロック（J14）を

介して接続する 12V DC 電源

• PC に接続した Micro-USB ポート（J12）からの 5V DC 電

源

• EXT（J15）および GND（J16）の各テスト・ポイントを

介して接続する外部 5V～17V DC 電源

6) GMSL-2 GUIを用いてデバイスの CFGピンを必要なモード

に設定し、DUT に対するアプリケーション固有の電源構

成を定義します。そのためには電源が必要です（以下の構

成（CFG）ピンの設定のセクションを参照）。MAX96724
は、対をなすシリアライザ・ボードと同じリンク・デー

タ・レート（3Gbps または 6Gbps）およびモード（トンネ

ルまたはピクセル）となるよう構成する必要があります。

CFG ピンに何らかの変更を加えた場合は DUT の電源を入

れ直す（あるいは、ボードの RESET ボタンである SW1 を

用いて DUT をリセットする）必要があります。

7) 赤色の電源スイッチ（SW4）を ON の位置に移動してボー

ドに電力を供給します。DS6、DS11、DS12 で緑色 LED が

点灯していれば、電源設定が正しく行われています。

Teensyの LED（DS3）が短時間点灯することで、ボードの

ファームウェアが機能していることが示されます。Teensy
の LED が点灯しない場合は、トラブルシューティングの

セクションを参照してください。

8) シリアライザとデシリアライザの両 EV ボードで LOCK
LED が点灯していることを確認します。この点灯はリン

クが正常に確立されていることを示します。LOCK_LED
が点灯しない場合は、トラブルシューティングのセクショ

ンを参照してください。

9) GMSL2 EVKIT ソフトウェア（GUI）を起動します。

10) GUI は I2C モードと UART モードのどちらにおいてもアク

ティブなリスナを自動で検索し、有効なGMSL製品を特定

します。シリアライザとデシリアライザが特定されると、

GUI のタブとして表示されます。 
11) シリアライザとデシリアライザの両方でレジスタ 0x00 を

読出し、どちらのデバイスもアクティブであることを確認

します。この検証は I2C ACKによって行うことができます。

上記手順が完了したら、基本的なボード初期化は終了し、リン

クが確立され、システムの使用準備が整います。ローカルまた

はリモートの内部レジスタにアクセスするには、GMSL-2 GUI
を使用します。シリアライザとデシリアライザの両方が GUI で

正しく認識されていることを確認してください。GUI の動作に

ついては GMSL GUI のユーザ・ガイドを参照してください。ま

た、このデバイスとその使用可能な機能の設定については

GMSL2 のユーザ・ガイドを参照してください。

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 5. MAX96724 DPHY EV キットを用いた代表的なアプリケーションのブロック図 

構成（CFG）ピンの設定 
1) 他のGMSL2デバイスと同様、MAX96724の起動時に構成ピ

ンを用いて必要な動作モードを設定できます。

2) ボードには 2 つのアナログ・ポテンショメータおよび 2 つ

のデジタル・ポテンショメータ（I2C で設定可能）があり、

CFG ピンのレベルを設定できます。デフォルトではデジタ

ル・ポテンショメータが接続されています。あるいは、0Ω
の抵抗をリワークしてアナログ・ポテンショメータを接続

し、電圧を手動で調整します。CFGピンの電圧は、CFG0と
CFG1のテスト・ポイント（ループ・タイプの端子）を通じ

てモニタできます。デフォルトの接続を用い、GUI の

［Options］の［Config Options］ページを用いてパワーオ

ン・リセット（POR）を設定します。詳細については、

GUI のユーザ・ガイドを参照してください。

3) 表 1 と表 2 に、様々な動作モードに対する CFG ピンの電圧

を示します。CFG ピンの電圧は電源オン時にラッチされ、

デジタル・ポテンショメータの EEPROM により電源オフ後

も不揮発です。どの設定も、電源オン後のレジスタ書込み

を通じてソフトウェアで変更できます。CFG0 ピンは、I2C
用のデバイス・アドレスを設定します。例えば、デフォル

トの 0x4E I2C アドレス（8 ビットの書込み）は、CFG0 の状

態 0（VDDIO が 0%、つまりプルダウン）です。CFG1 ピン

は、CXTP（同軸モードまたはツイストペア・モード）、

GMSL-2モードまたは GMSL-1モード、GMSL-2モード時の

デフォルト転送レート（3Gbps または 6Gbps）、GMSL-1
モード時の高耐性モード（HIM）（イネーブルまたはディ

スエーブル）を設定します。例えば、GMSL-1 の同軸 HIM
をイネーブルするためのデフォルト値は、CFG1 の状態 7
（VDDIO が 100%）です。

https://www.analog.com/jp/index.html
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表 1. MAX96724 の CFG ピンの設定 

*注：新しい設計には高耐性モード（HIM）が必要です。 

表 2. MAX96724F と MAX96724R の CFG ピンの設定 

*注：新しい設計には高耐性モード（HIM）が必要です。 

https://www.analog.com/jp/index.html
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デシリアライザのジャンパ／コネクタ／スイッチ／

テスト・ポイントの説明

以下の表で、EV キットのすべてのコネクタ、ジャンパ、スイッ

チ、テスト・ポイントを詳細に説明します。

EV キット・ハードウェアの電源構成は、外部電源を接続するよ

う再構成できます。図 6 には、電源の接続オプションを示しま

す。

表 3. デシリアライザのジャンパ／コネクタ／スイッチ／テスト・ポイントの説明

https://www.analog.com/jp/index.html
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表 3. デシリアライザのジャンパ／コネクタ／スイッチ／テスト・ポイントの説明（続き） 

* デフォルトの位置 

https://www.analog.com/jp/index.html
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図 6. デシリアライザ評価用ボードの電源接続図 

トラブルシューティング

MAX96724 DPHY EV キットが起動できない場合や正しく機能し

ない場合は、以下に示す適切な是正措置を試してください。 

1) ボードの赤色パワー・スイッチ（SW4）が ON になってい

ることを確認します。

2) MAX96724 DPHY EV キットの緑色の各パワーLED（12V、

3.3V、1.8V）が点灯していることを確認します。5V の LED
が点灯するのは Micro-USB が接続されている場合のみで

す。電圧が印加されていない場合、1.0V、1.2V、1.8V、

2.5V、3.3V の LED（赤色）が点灯します。

3) すべてのジャンパが正しく設定されていることを確認しま

す。詳細についてはシリアライザおよびデシリアライザの

EV キットのデータシートにあるデフォルトのジャンパ設定

の表を参照してください。すべてのジャンパが確実に取り

付けられていることを確認し、緩んだジャンパや破損した

ジャンパがあれば交換します。

4) USB ケーブルが正しく接続されていることを確認します。

5) シリアライザとデシリアライザの間の同軸ケーブルがしっ

かりと接続されていることを確認します。まれに、シリア

ライザの OUT+とデシリアライザの IN+の同軸ケーブルが

正しく接続されていないというケースがあります。

6) DUT が誤って Teensy リセット・モードになっていないこと

を確認します。ボードの TEENSY_RST ボタンを押す必要

があるのは、DUT のファームウェアが一括消去されている

場合のみです。通常動作時にボタンを押すと、デバイスが

Teensy リセット・モードになります。ボードの電源を入れ

直すと現在のファームウェアで通常動作を再開します。

7) 適切な CFG ピン電圧が目的のデバイス・モードに対応して

いることを確認します。起動時に CFG 電圧をバイアスする

方法を確認してください。ピンの電圧を測定します。詳細

については、構成（CFG）ピンの設定のセクションを参照

してください。

8) LOCK LED は、適切な制御リンク構成を用いずに GMSL1
シリアライザに接続されている場合、点灯しません。

9) LOCK LED が点灯するのは、イネーブルされたリンク（レ

ジスタ 0x0006 を介して設定）がすべて GMSL2 モードに

ロックされている場合のみです。

10) 起動時に赤色の Teensy LED（DS3）が点滅することを目視

し、マイクロコントローラ・ファームウェアがアクティブ

であることを確認します。その後は、この LED は常に点灯

状態となります。LED が点滅しない場合、あるいは起動後

に常時点灯状態とならない場合、入手可能なソフトウェ

ア・マニュアルを参照してマイクロコントローラを再プロ

グラムします。

11) Micro-USB ケーブルの接続時には PC が COM ポートを検出

していることを確認します。COM ポートのステータスを確

認するには、Windows のデバイス マネージャを使用しま

す。

12) ボードの電源を入れ直し、GUI を再度開きます。

13) 新しい、あるいは別のシリアライザ・ボードまたはデシリ

アライザ・ボードを使用します。

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 DPHY EV キットのパッケージ内容 

主な部品メーカー

型番

# RoHS 準拠 

https://www.analog.com/jp/index.html
http://www.rosenberger.de/
https://na.panasonic.com/us/
http://www.coilcraft.com/
www.ecsxtal.com
https://global.kyocera.com/
https://www.murata.com/
https://www.tdk.com/en/index.html
www.diodes.com
www.vishay.com
www.sullinscorp.com
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MAX96724 EV キットの部品表 

https://www.analog.com/jp/index.html


MAX96724 DPHY 評価キット 評価：MAX96724/F/R 

analog.com.jp Analog Devices | 12 

MAX96724 EV キットの部品表（続き） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 EV キットの部品表（続き） 

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 EV キットの回路図

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 EV キットの回路図（続き）

https://www.analog.com/jp/index.html


MAX96724 DPHY 評価キット 評価：MAX96724/F/R 

analog.com.jp Analog Devices | 16 

MAX96724 EV キットの回路図（続き）

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 EV キットの回路図（続き）

https://www.analog.com/jp/index.html
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MAX96724 EV キットの回路図（続き）
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MAX96724 EV キットの PCB レイアウト 

MAX96724 EV キット - 表面シルク印刷 

MAX96724 EV キット - 第 2 層 

MAX96724 EV キット - 最上層 

MAX96724 EV キット - 第 3 層 
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MAX96724 EV キットの PCB レイアウト（続き）

MAX96724 EV キット - 第 4 層 

MAX96724 EV キット - 第 6 層 

MAX96724 EV キット - 第 5 層 

MAX96724 EV キット - 第 7 層 
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MAX96724 EV キットの PCB レイアウト（続き）

MAX96724 EV キット - 最下層 MAX96724 EV キット - 裏面シルク印刷 

https://www.analog.com/jp/index.html


MAX96724 DPHY 評価キット 評価：MAX96724/F/R 

アナログ・デバイセズ社は、提供する情報が正確で信頼できるものであることを期していますが、その情報の利用に関し

て、あるいは利用によって生じる第三者の特許やその他の権利の侵害に関して一切の責任を負いません。また、アナロ

グ・デバイセズ社の特許または特許の権利の使用を明示的または暗示的に許諾するものでもありません。仕様は、予告な

く変更される場合があります。本紙記載の商標および登録商標は、各社の所有に属します。※日本語版資料は REVISION 
が古い場合があります。最新の内容については、英語版をご参照ください。

Analog Devices | 22 

改訂履歴 

版数 改訂日 説明 改訂ページ

0 5/22 初版発行 − 

1 8/22 型番の表を更新 10 

2 9/22 ヘッダの製品番号を更新、概要、クイック・スタート、図 5 の MAX9295A
を MAX96717 に更新 全ページ

3 9/22 ヘッダの製品番号に MAX96724 を追加。型番の表の MAX96724 からア

スタリスクを削除。
全ページ

4 1/23 ヘッダの製品番号に R バージョンを追加。型番の表の MAX96724R およ

び発売予定製品の注からアスタリスクを削除。
全ページ
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